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ロータリー親睦活動月間月間テーマ

本日のプログラム

次週例会 「IMに参加して」（理事会）

青少年奉仕月間
「今日は福司を愉しむ日」（職業奉仕委員会）
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　　　　　　　　　　後藤　公貴会長
　皆さま、こんば
んは。３月の年度
末でお忙しい中を
多くの皆さんにお
集まりいただき、
ありがとうござい
ます。本日は、ご

報告させていただく事項が１つあります。皆さま、釧
路ロータリークラブ特別対策基金というものがあるの
をご存知でしたでしょうか。こちらは、2019-2020年、
天方会長年度に 2020 年２月から本格的なコロナ禍に
入って、皆さまのお仕事や生活、もちろんロータリー
クラブ活動もままならない状況に陥りました。その後
３年半くらいの間に、いろいろな制限がある中で私た
ちはロータリー活動を行ってきました。
その際に、通常行うべき事業がなかなか行えなかった
ことで、この３年半の間に積み上がっているお金が現
在、310万円程が特別基金として積み上げてあります。
この特別対策基金は（仮）みたいな状態だったのです。
これを私は、しっかり規約を作って、どのような場合
に使用できるのか、クラブの事業や例えば国際交流を
やる中で使途に決まりを設けましょうと、会長になっ
た当初から思っていたことでした。
　上期は忙しくてそれに着手できなかったのですが、
下期の頭から、財団の池田大委員長の力を借りて、２

月の理事会、そして３月の理事会において協議を重ね
てきました。理事の皆さんのご承認を得た中で、「特
別対策基金規約」というものを作成いたしました。本
日も、掲示板に張ってあります。明日以降、皆さんに
この規約の詳細文書を配布・送信をさせていただくこ
とになります。
　もし、この規約の中で、不備があるぞ、また異議が
あるという方は、１週間の猶予を設けて３月 21日ま
でに事務局までお申し出をいただければと思います。
　合わせて、この特別対策基金を運用させていただき
たいことも理事会に諮らせていただきました。ご存知
のとおり、１月１日に発生した能登半島地震に第
2500 地区で 3月 22日の締め切りをもって義援金・
支援金を集めています。そちらに、かねて皆さまが募
金箱で募集した募金と合わせてこの特別対策基金の中
から 20万円の拠出をさせていただきたいということ
を理事会で承認していただきました。こちらも併せて
異議申し立てがある場合は、３月 21日までに事務局
にお申し出をいただければ、もう一度理事会に諮りま
すので皆さまのご検討を、お考えをよろしくお願いし
ます。
　少し長くなりましたが、本日はこのご報告です。
　そして、本日は福司例会、福司を愉しむ例会になっ
ております。昔は職場訪問という形で酒蔵にお邪魔を
して、転勤族とか、まだ酒蔵を見たことのない方が見
学をして、２階の大きな会議室で、「そこでしか飲め

会長の時間



 

■ 本日のプログラム ■
「今日は福司を愉しむ日」

ない福司を愉しむ例会」をさせていただいたことを記
憶されていると思います。僕は一番好きな例会だった
のですが、いまは酒蔵の中でそれはできないというこ
とですので、そして３月は『海底力』、炭鉱の坑内で
熟成させたお酒の発売日と重なることで、本日は福司
を愉しむという例会です。
ぜひ、日本酒『福司』、釧路の宝を愉しみながら、多
くの語らいができる時間を皆さまと共有をさせていた
だきたいと思います。少々、長くなりましたが、本日
一日、どうぞよろしくお願い申し上げます。

幹事報告　佐藤　貴之幹事
　皆さま、こんばんは。幹事報告になります。
　ＲＩの 2500 地区より、2023-2024 年度ガバナー
ノミニー・デジグネート決定のご案内が来ております。
お名前は、山本倫生君。所属クラブは旭川ロータリー
クラブです。こちらは 2026－2027 年度のガバナー
予定者となっております。主な経歴が届いております。
こちらも、掲示板に掲示しておきますのでご確認をお
願いします。
　今週 16日、土曜日に行われる『ＩＭ』についてで
す。参加される皆さまの登録開始が 13時からとなっ
ております。開会セレモニーは 14時からですので、
参加される皆さま、時間をご確認ください。
　また、午後の友愛の広場から参加される方、こちら
は 18時 15分からとなっております。時間に余裕を
持ってご来場をお願いいたします。当日、何かござい
ましたら、私・佐藤までご連絡をお願いいたします。
　次に、いま後藤会長からありました特別対策基金の
規約を作成し掲示板に貼っております。こちらは会長
からありましたとおり、なにかございましたら事務局
までご連絡をお願いいたします。
　こちらは、皆さまから募金いただいておりますけれ
ど、今日も岩田大委員長、中村委員長の設えで、能登
の酒なども出てきますので、感動される場面が出てく
ると思いますので、一度募金されているかと思います
けども、よろしければ２回目の募金をいただければと
思います。どうぞよろしくお願いします。

親睦活動委員会　濱口　憲太委員長
　皆さん、こんばんは。これより親睦委員会で進行さ
せていただきたいと思います。
　本例会は『今日は福司を愉しむ日』として皆さまで
『福司』を飲みながら、楽しい話をしながら親睦を深
めてまいりたいと思います。
　開会に先立ちまして、職業奉仕委員会・中村委員長
よりご挨拶をよろしくお願いします。

職業奉仕委員会　中村　　司委員長
　皆さん、こんば
んは。職業奉仕委
員会の中村です。
今日は皆さま、ご
参加いただきまし
てありがとうござ
います。

　今日の例会は、私たち職業奉仕委員会の担当例会で
はありますが、親睦活動委員会の皆さまにご協力をい
ただいております。濱口委員長をはじめとして委員会
の皆さま、今日は進行と設えのすべてをやっていただ
きましてありがとうございました。
　今日の例会は、「今夜は福司を愉しむ」となってお
りますが、後藤会長からお話がありましたように、酒
蔵には行けないことからキャッスルホテルとなりまし
たけれど、酒蔵をイメージして釧路の地酒・福司を飲
んで皆さまに楽しんでいただきたいと思っておりま
す。
　そして、ずっと飲む例会にはなっておりますけれど、
途中に余興も用意しております。それは「利き酒」と
なっておりまして、その中には、石川県の能登半島の
酒蔵は大地震でほぼ壊滅状態ですけれど、そこからの
お酒も用意できましたので皆さまでそのお酒を飲んで
余興に参加して、今日の例会を更に愉しんでいただき
たいと思います。
　今日は、例会の最後までよろしくお願いいたします。 

乾杯の音頭
職業奉仕委員会　松井　聖治副委員長

　ご紹介をいただ
きました職業奉仕
委員会の副委員長
をしております松
井です。
　今週の初めに、
親睦委員会さんと

合同の例会をさせていただいた時に、諸事情があって
欠席をしていたら「乾杯」になっておりました。大変、
役不足ではありますが、副ＳＡＡの任務も兼ねまして、
ＳＡＡを差し置いて乾杯の音頭をとらせていただきた
いと思います。
　今日の例会は、恒例の福司例会となっておりますが、
中村委員長は大変真面目な方でして、今日の例会をど
うしたらいいかを一生懸命に考えました。その考えた
結果は、「ひたすらお酒を飲む例会」になっております。
そんな例会、そんなひと時も、素晴らしい時間に変え
てしまうのがうちのクラブの素晴らしいところのひと
つかなと思っています。



 

　今日は、福司の力を借りまして、普段あまり話すこ
とのない人と交流をしていただき、素晴らしい時間に
していただけたらという願いを込めて皆さんで乾杯を
お願いします。
　それでは、本日の例会が実り多き素晴らしい時間に
なりますことを祈念して皆さんで杯を交わしたいと思
います。

（福司とともにご歓談）

締めの挨拶
天方智順パスト会長

皆さま、お疲れさ
まです。いまだに
骨折が治っていな
い天方です。一昨
日、病院に行った
のですが「まだま
だ、ついていない」

ということです。やはり、年齢とともに治癒も遅くなっ
ているようです。
冒頭の乾杯が、赤タスキの私の副ＳＡＡです。締めが
赤タスキの私ということで、こんなことでいいのか思
いますけど。多分、こういう例会の締めは歴代会長経
験者に当たるのは分かっていますけど、きっと中村委
員長は石田さんとか吉田さんには振りにくいから、若
いほうに来たものと思っています。今日は西村さんも
いないし、脇君もいないし、杉村君もいないし、それ
で、私になったのではないかと思っています。何より
もいい機会ですので、ホントに楽しく飲ませていただ
きました。
さて、３月も半ばです。後藤年度もあと少し残すとこ

ろですが、「百里の道も九十九里をもって半ばとせよ」
ということで、６月 29日くらいまでは緊張して行っ
ていただきたいと思います。
後を担う髙橋年度は、この３カ月と少しを皆さんとい
いつなぎで一緒に過ごして行ければいいなと思ってお
ります。
なにとぞ今年度のため、そして次年度のため、皆さん
で出席率を多くされるように祈念いたしまして、どう
しましょう、一本、関東一丁締め、一発で締めたいと
思います。

本日のニコニコ献金

■岩田　信一君　先日は沢山のメンバーからのエールを頂き、ありがとうございました。

今年度累計　　405,000 円　　



例会スナップ


